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この編集後記を執筆しているのは 9 月になって夏も終わりに

近づいている頃であるが，今年の夏は，前半の猛暑，後半の雨の

多い天候不順とはっきり二分された感がある．毎年 8 月の初旬

の猛暑の時期に日本脳神経外科専門医試験が行われる．私自

身，試験委員を務めていた関係から，この時期は毎年ほぼ 4 日

間ホテルと試験会場に缶詰状態で過ごしていた．委員を 4 年間

無事務め，今年で退任することができほっとしている．現在，

日本脊椎脊髄病学会と日本脊髄外科学会の間で統一された新脊

椎脊髄専門医制度の発足に向けた準備が進んでいるが，参考の

ために日本脳神経外科学会専門医試験の試験委員の仕事につい

て少し触れたい．試験は血管，腫瘍，脊椎・外傷・小児の 3関門

からなり，それぞれ 10 数人の試験委員で構成される．各委員の

仕事は 1 月に筆記試験問題（約 20 問），3 月に口頭試問問題（3

問）を作成し提出することから始まる．毎年，年末頃から問題

作成の準備に取りかかる必要があるが，専門医として基本的な

知識を問うためにいかに適切な問題を作成するかには毎年悩ま

される．集められた問題は各部門の委員長・副委員長を中心に

ブラッシュアップされ周到な準備がなされ，試験期間には各委

員がホテルと試験会場に缶詰状態で過ごすことになるわけであ

る．特に試験 2 日目の口頭試問では 2 名ペアで合計 9 時間にわ

たり試験官を務めることになる．脳神経外科専門医制度はこの

ように各試験委員の地道な努力の上に維持されてきた．新脊椎

脊髄専門医制度，試験制度の構築において何らかの参考になる

かもしれない．

さて，10 月号の特集は，飛驒一利先生の企画による「脊髄囊

胞性疾患に対する外科治療」である．これらの疾患は比較的ま

れではあるが，脊椎脊髄の占拠性病変の鑑別として重要であり，

この際，あらためて知識を整理するためにもたいへん役立つも

のと思われる．下川宣幸先生の「Nomade」では，若い医師の教

育について，ご自身の経験に基づき貴重な提言をいただいた．

どの論文もたいへん読み応えのある内容であり，読書の秋にぜ

ひ熟読していただきたい一冊である．

（高安正和）
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